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編集部一同待望の新しい「病院図書室」が５月

末に発行されました。編集部員のあるものは「表

紙の色といい、文字の形といい、とてもセンスが

良い」と自画自賛し、時々、本棚から「病院図書

室」を出してきて、じっと眺めてニヤニヤしたり

しているのです。

さて、８月に入って、今迄の暑さが信じられな

い程のしのぎやすい日が続いていますが、編集部

では第３号発行に向けてラストスパートを開始し

ました。第３号では「図書館業務のコンピュータ

ー化」という特集を組み、４人の方にそれぞれ違

った形でのコンピューター化について述べていた

だきました。最近では、ほとんどの病院図書室で

図書室業務の一部にデーターベースやワープロを

使用していますので、この特集は参考になると思

います。

企画編集会議の度に、それぞれ個性豊かな部員

から種々の案が提案され、喜々として会は進めら

れるのですが、誰かがふと「予算は大丈夫かしら」

とつぶやくと、部員一同突然シビアーな顔になり、

その時にはもうとっくに予定のページ数を越えて

いるので、ため息まじりにページ数をカットする

相談をするのです。

現実とはかくも厳しい もの、一理想を追えば、

予算が追いつかず一といった状況ですが、与えら

れた条件の中で頑張りたいと思います。

（ 山崎 捷子 ）
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